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フェアリング
放出直後の
衛星イメージ

センチネル1Cがギアナ宇宙センターからベガ-Cロケットで
2024年12月06日 ( 06:20:33 JST)に打上げられました。
電波で観測するセンチネル１は、１Aと１Bの2基で観測していま
したが、電源関係の故障でセンチネル1Bは、2022年８月3日運用
中止が発表され、全天候で観測可能なセンチネル１衛星は、自然
災害対応に最適な衛星として大きな役割を果たします。
センチネル１Cの製造は順調にすすんでいましたが（④）、打

上用のロケットの都合で打上がずいぶん延期されていました。
これから軌道上で各種テストが重ねられ、センチネル１Aの
地球の反対の位置に移動するものと思われます。
衛星の位置を表示するサイトで、打上約6時間後のセンチネル

１Bと１C衛星の位置を探りました。衛星の高度も速度も異なり、
距離は4600㎞も離れています。① センチネル１A,１B,１Cの
3つの関係は今後も追ってみたいですね。②

9月5日に、最後のベガロケットで打上たセンチネル２Cと置き
換えるセンチネル２Aとは、約206㎞に接近しています。③

2つの衛星の距離

＊①②③の衛星位置は https://www.lizard-tail.com/isana/tracking/ 使用
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